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行政のお知らせ

９月中旬～下旬に調査員が各世帯を訪問し調査書類を配布します。
調査書類を配布する際に、世帯主または世帯の代表者の方の氏名や、
調査票の必要枚数などを伺います。

次のいずれかの方法により回答してください。
・インターネットによる回答
・調査票（紙）を郵送提出用封筒（切手不要）に入れて投函
・調査票（紙）を調査員に提出
※ スマートフォン・パソコンから24時間回答可能なインターネット回答を
おすすめしています。

期日までに回答のなかった世帯には再度調査員が訪問します。

国勢調査を装った詐欺や不審
な調査にご注意ください 個人情報は厳格に保護されます

９．２０（土） ▶ １０．８（水）
１０．１（水） ▶ １０．８（水）

・ 国勢調査では、「統計法」によって厳格な個人
情報保護が定められています。また、調査に従
事する者（調査員など）には、守秘義務が課せら
れています。
・ インターネット回答中の通信は、全て暗号化
（SSL/TLS方式）されています。また、不正アク
セス防止の対策を24時間行っています。

調査員は次のものを身につけています

調査員が持ち歩く
手さげ袋（見本）

調査員が身に付けている
『国勢調査員証』（見本）

・ 国勢調査では、金銭を要求することはありません。
また、銀行口座の暗証番号やクレジットカード番号
をお聞きすることもありません。
・ 国勢調査を装った不審な訪問者や、不審な電話・電
子メール・ウェブサイトなどにご注意ください。不
審に思った際には、速やかに広報広聴課統計担当に
お知らせください。
・ 調査員は、その身分を証明する『国勢調査員証』を
携帯しています。

詳しくは「国勢調査2025キャンペーン
サイト」をご確認ください。

▶問い合わせ　広報広聴課統計担当（内線319・322）

高齢者の付添人も利用者登録不要で「うきしろ号」に乗車できるようになります
　１月６日から運行を開始した乗合型AIオンデマンド交通「うきしろ号」について、次のとおり見直し第２弾を行いま
す。見直しは令和7年10月1日㈬の乗車分から適用します。

75歳以上の高齢者と同乗する付添人も利用者登録なしで乗車できるようになります
　付添人が同乗することで高齢者の安全な乗降が期待されることから、75歳以上の高齢者と同乗する付添人（１人まで）に
ついて、利用者登録の有無を問わず乗車できるように見直します。付添人の運賃は高齢者本人の運賃と同額（500円）です。
　なお、障がい者と同乗する介助者（１人まで）については、これまでも利用者登録の有無を問わず乗車可能としており、
この取り扱いに変更はありません。

運賃区分 現在

➡
運賃区分 10月1日㈬～

高齢者
（75歳以上） 500円 高齢者等

（75歳以上）
500円

高齢者と同乗する付添人は１人まで
500円で乗車可（利用者登録不要）

障がい者等
300円

障がい者と同乗する介助者は１人まで
300円で乗車可（利用者登録不要）

障がい者等 変更なし

　「うきしろ号」のご利用には事前に利用者登録が必要です（上記の付添人・介助者を除く）。
詳しくは市ホームページをご確認ください。

▶問い合わせ　交通政策課地域交通担当（内線284）

　7月8日、埼玉在住の宮本陸さんと宮本在住の野本一
真さんが、第44回全国高等学校空手道選抜大会男子団
体組手競技三人制での準優勝の報告のため、市役所を
訪問しました。
　行田市長から、「今後もより高い目標に向かって精進
し、ご活躍することを願っています」と激励の言葉があ
りました。
▶ 問い合わせ　スポーツ振興課☎556―8336

　市内のバスやタクシーなどの公共交通の担い手となる運転手が不足しています。本市の公共交通をしっかりと維持し
ていくために、各運行事業者では運転手を募集しています。詳しくは、各運行事業者のホームページをご確認ください。

　7月28日、鴻巣市と「災害時等における緊急給水に関
する基本協定」を締結しました。
　この協定は、本市と鴻巣市との行政界付近に両市そ
れぞれの配水管を接続するための連絡管を整備・運用
するものです。
　災害時などの断水発生時に鴻巣市と水道水を相互融
通することで、水道水の安定供給が図られます。
▶ 問い合わせ　水道課工務担当☎553―0131

全国高等学校空手道選抜大会で準優勝した
宮本陸さんと野本一真さんが市長を訪問しました

鴻巣市と「災害時等における緊急給水に
関する基本協定」を締結しました

朝日自動車㈱ 国際十王交通㈱ ㈱大堰観光バス 昭和タクシー㈱

市ホームページ

国勢調査は、日本に住む全ての人と世帯が対象の最も重要な統計調査です。
回答結果は私たちの生活に欠かせないさまざまな施策に役立てられます。

９月中旬から調査員が各世帯を訪問します

①調査票の配布

②調査への回答

③回答の確認

インターネット回答期間

調査票（紙）での回答期間

を

宮本陸さん（左）、野本一真さん（右）と行田市長宮本陸さん（左）、野本一真さん（右）と行田市長 協定を締結した行田市長と並木鴻巣市長（右）協定を締結した行田市長と並木鴻巣市長（右）


